
ユニバーサルデザイン 2020 行動計画の 
施策の改善状況（主要項目）について 

 

１． ホテルのバリアフリー化の推進 
 

（新築のホテルのバリアフリー義務化） 

 新築のホテルについて、本年９月から、客室総数の１％

のバリアフリー客室の整備を義務化 

 東京都は、バリアフリー条例の改正案を提出し、一般客

室について一定水準（浴室・トイレのドア幅 70cm、段

差解消等）のバリアフリー化を義務化。さらに、誘導水

準（同 75cm）を努力義務化し、容積率緩和や補助金で

誘導 

（既存のホテルのバリアフリー改修促進） 

 本年３月に建築設計標準を改訂し、一般客室のバリア

フリー化を推進するとともに、補助金を活用して、一般

客室のバリアフリー化を促進 

（バリアフリー情報の提供） 

 バリアフリー情報の提供について、昨年 11 月に宿泊業

界に積極的な対応を要請するとともに、今後、上記補助

金の交付に当たっても情報提供を改めて要請 

 

２． ユニバーサルデザインタクシーの改善 
 

（車体改良） 

 ユニバーサルデザインタクシーの多くを占める車種で、

車椅子乗車時の目安となる操作時間を約３～４分に短

縮するため、本年２月から既販車対応を順次行い、３月

に改良後の車両の販売を開始 

 ユニバーサルデザインタクシーに乗車可能な車椅子の

範囲を明示し、改めて周知徹底 
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（接遇改善） 

 乗車拒否に関する法令遵守、車椅子乗降に関する研修

の実施について、昨年 11 月、タクシー業界に要請 

 車体補助を実施する際に実車を用いた研修を義務化 

 接遇が優良な運転者に対する表彰を実施 

（利用環境整備） 

 ユニバーサルデザインタクシーの需要が高いタクシー

乗り場（病院、駅等）の管理者に専用乗り場の設置を呼

びかけ 

 主要な施設（病院等）の乗り場に常設スロープの設置を

推進し、迅速な乗降を実現 

 ユニバーサルデザインタクシーや福祉車両の共同配車

等を推進し、利用者の配車サービスの利用を促進 

 障害者割引の原資は事業者が負担することが望ましい

ことについてタクシー業界に働きかけ 

 

３． 障害者割引の利用者利便の改善 
 

（割引適用時の手帳提示規定の廃止） 

 公共交通機関の障害者割引の適用時に、障害者手帳以

外の方法による本人確認も可能なことを明確にするた

め、国の通知等の改正を本年１月から順次、実施 

（障害者手帳の提示の簡素化） 

 鉄道における障害者割引手続きについて、障害者手帳

の提示以外の電子的な方法等による本人確認・購入を

可能とする方策を検討 

（精神障害者割引の拡大） 

 昨年 10月から航空旅客運賃の障害者割引の対象者を精

神障害者まで拡大するとともに、公共交通事業者に対

して割引制度を導入するよう要請 

 

2



４． 最新技術を活用した情報提供の強化 
 

 公共空間のバリアフリー情報をオープンデータ化する

とともに、来年度において民間事業者等と連携した実

証実験を実施 

 インターネットによる公共交通のバリアフリー経路案

内について、本年４月から多言語、スマートフォン、読

み上げに対応するとともに、段差・隙間の検討結果を踏

まえて、鉄道駅の単独乗降情報をマップ化して発信 

 

５． 心のバリアフリー研修の拡大・向上 
 

 来年度から、障害者団体、国、経済界協議会が連携して、

全国各地において心のバリアフリー研修を実施 

 国家公務員を対象とした心のバリアフリー研修を地方

公務員に拡大できるよう検討 

 

６． 障害者雇用の推進 
 

 昨年にとりまとめた「公務部門における障害者雇用に

関する基本方針」に基づき、再発防止はもとより、法定

雇用率の速やかな達成、障害のある方の活躍の場の拡

大に向けた取組を実施 

 民間企業における法定雇用率の達成に向けた取組を引

き続き実施 

 障害者の雇用を一層促進するため、障害者雇用促進法

の改正案を国会に提出する予定 

 

以 上 
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１
．
ホ
テ
ル
の
バ
リア
フリ
ー
化
の
推
進

○
新
築
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、本

年
９
月
の
改
正
政
令
の
施
行
に
よ
り、
客
室
総
数
の

1%
の
バ
リア
フリ
ー
客
室
の

整
備
を
義
務
化

○
新
た
に
一
般
客
室
の
バ
リア
フリ
ー
化
を
義
務
付
け
る
都
条
例
改
正
を
提
出
。

○
既
存
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、建

築
設
計
標
準
、補

助
金
を
活
用
し、
バ
リア
フリ
ー
化
を
推
進

○
バ
リア
フリ
ー
情
報
の
積
極
的
な
提
供
の
促
進
に
向
け
、宿

泊
業
界
等
へ
要
請

・一
般
客
室
の
バ
リア
フリ
ー
化
の
推
進
に
向
け
、本

年
３
月
に
建
築
設
計
標
準
を
改
訂

・ま
た
、補

助
金
（
観
光
庁
補
助
金
・東
京
都
補

助
金
）
を
活
用
して
、一

般
客
室
の
バ
リア
フリ
ー

化
を
促
進

・昨
年

11
月
、宿

泊
業
界
に
対
し、
バ
リア
フリ
ー
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
積
極
的
な
対
応
を
要
請

・観
光
庁
補
助
金
の
交
付
に
当
た
って
、今

後
、宿

泊
事
業
者
に
対
し、
バ
リア
フリ
ー
情
報
の
提
供
を
改
め
て
要

請

バ
リア
フリ
ー
情
報
の
提
供

・本
年
９
月
、バ
リア
フリ
ー
法
の
改
正
政
令
の
施
行
に

よ
り、
一
定
規
模
以
上
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、客

室
総

数
の
１
％
（
従
前
は
客
室
総
数
に
か
か
わ
らず
１

室
）
の
バ
リア
フリ
ー
客
室
の
整
備
を
義
務
化

・東
京
都
は
、バ
リア
フリ
ー
条
例
の
改
正
案
を
提
出
し、

一
般
客
室
の
バ
リア
フリ
ー
化
（
客
室
の
入
口
の
ドア

幅
80

cm
、段

差
解
消
、浴

室
トイ
レ
の
ドア
幅

70
cm
等
）
を
義
務
化
。さ
らに
、誘

導
水
準
（
同

75
cm
）
を
努
力
義
務
化

別
紙

新
築
の
ホ
テ
ル
の
バ
リア
フリ
ー
義
務
化

既
存
の
ホ
テ
ル
の
バ
リア
フリ
ー
改
修
促
進
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２
．
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
の
改
善

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イン
タク
シ
ー
の
需
要
が
高
い
タク
シ
ー
乗
り場

(病
院
、駅

等
)の

管
理
者
に
専
用
乗
り場

の
設
置
を
呼
び
か
け

・主
要
な
施
設
（
病
院
等
）
の
乗
り場

に
常
設
ス
ロー
プ
の
設
置
を
推
進
し、

迅
速
な
乗
降
を
実
現

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イン
タク
シ
ー
や
福
祉
車
両
の
共
同
配
車
等
を
推
進
し、
利
用
者
の

配
車
サ
ー
ビス
の
利
用
を
促
進

・障
害
者
割
引
の
原
資
は
事
業
者
が
負
担
す
る
こと
が
望
ま
しい
こと
に
つ
い
て

タク
シ
ー
業
界
に
働
き
か
け

利
用
環
境
整
備

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イン
タク
シ
ー
の
多
くを
占
め
る
車
種
で
、

車
椅
子
乗
車
時
の
目
安
とな
る
操
作
時
間
を

以
下
の
対
応
で
約

3～
4分

に
短
縮

‐本
年

2月
～
：
部
品
交
換
等
の
既
販
車
対
応
を

順
次
実
施

‐本
年

3月
：

改
良
後
の
車
両
の
販
売
を
開
始

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イン
タク
シ
ー
に
乗
車
可
能
な
車
椅
子

の
範
囲
を
明
示
し、
改
め
て
周
知
徹
底

・国
交
省
か
らタ
クシ
ー
業
界
に
要
請

(昨
年

11
月

)
-乗
車
拒
否
に
関
す
る
法
令
遵
守
の
徹
底

-車
椅
子
乗
降
に
関
す
る
研
修
の
受
講
等

-配
車
サ
ー
ビス
の
充
実

・国
交
省
か
ら車

体
に
対
す
る
補
助
を
実
施
す
る
際
に
実

際
の
車
両
を
用
い
た
研
修
を
義
務
化

・接
遇
が
優
良
な
運
転
者
に
対
す
る
表
彰
を
実
施

車
体
改
良

接
遇
改
善

改
良
後
の

組
立
式
ス
ロ
ー
プ
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3.
障
害
者
割
引
の
利
用
者
利
便
の
改
善

・鉄
道
に
お
け
る
障
害
者
割
引
手
続
き
に

つ
い
て
、障

害
者
手
帳
の
提
示
以
外
の

電
子
的
な
方
法
等
に
よ
る
本
人
確
認
・

購
入
を
可
能
とす
る
方
策
を
検
討

従
来

:障
害
者
手
帳
の
提
示
・携
帯

↓
今
後

:左
記
通
知
の
改
正
に
よ
り、

事
業
者
の
判
断
で
電
子
的
な

方
法
等
に
よ
る
確
認
が
可
能

で
あ
る
こと
を
明
確
化

障
害
者
手
帳
の
提
示
の
簡
素
化

・昨
年

10
月
か
ら航

空
旅
客
運
賃
の
障
害
者
割
引
の
対
象

者
を
精
神
障
害
者
ま
で
拡
大
す
る
とと
も
に
、公

共
交
通
事

業
者
に
対
して

割
引
制
度
を
導
入
す
る
よ
う要

請

精
神
障
害
者
割
引
の
拡
大

(こ
れ
ま
で
の
課
題

)
・公
共
交
通
機
関
で
障
害
者
割
引
を
受
け
る
際
の
障
害
者
手
帳
の
提
示

や
携
帯
に
つ
い
て
、標

準
的
な
方
法
等
とし
て
国
の
通
知
等
に
記
載
が
あ

り、
多
くの
事
業
者
が
障
害
者
手
帳
の
提
示
等
を
求
め
て
い
る
。

(対
応
状
況

)
・本
年
１
月
か
ら順

次
、公

共
交
通
機
関
の
障
害
者
割
引
の
適
用
時
に
、

障
害
者
手
帳
以
外
の
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
も
可
能
な
こと
を
明
確
に

す
る
た
め
、国

の
通
知
等
の
改
正
を
実
施

○
航
空

:
2月

15
日
自
治
体
宛
通
知
を
改
正
済

(厚
労
省

)
○
鉄
道

:
2月

15
日
自
治
体
宛
通
知
を
改
正
済

(厚
労
省

)
○
乗
合
バ
ス

:
3月

18
日
関
係
告
示
を
改
正
済

(国
交
省
）

○
旅
客
船

:
1月

25
日
関
係
通
知
を
改
正
済

(国
交
省

) ○
航
空

:
昨
年

10
月
に
導
入

※
航
空
を
含
め
た
各
公
共
交
通
事
業
者
に
対
し、

昨
年

11
月
～

12
月
に
順
次
導
入
拡
大
を
要
請

割
引
適
用
時
の
手
帳
提
示
規
定
の
廃
止

精
神
障
害
者
割
引
等
の
導
入
状
況

関
連
通
知
・告
示
の
改
正
状
況
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・バ
リア
フリ
ー
経
路
案
内
サ
イト
に
て
、多

言
語
、

ス
マ
ー
トフ
ォン
、
音
声
読
み
上
げ
へ
対
応

・歩
行
空
間
の
段
差
や
勾
配
、施

設
の
バ
リア
フリ
ー

情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ化

に
よ
り、
ニ
ー
ズ
に
応
じた

移
動
支
援
情
報
が
、民

間
事
業
者
に
よ
り提

供
さ

れ
る
環
境
を
目
指
す

・バ
リア
フリ
ー
情
報
等
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ化

を
進
め
る
。

ま
た
、デ
ー
タを
効
率
的
、継

続
的
に
整
備
・更
新
す

る
手
法
を
障
害
当
事
者
等
に
参
加
頂
き
検
証

４
．
最
新
技
術
を
活
用
し
た
情
報
提
供
の
強
化

○
公
共
空
間
の
バ
リア
フリ
ー
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ化

す
る
とと
も
に
、民

間
事
業
者
と連

携
し実

証
実
験

○
イン
ター
ネ
ット
に
よ
る
公
共
交
通
の
バ
リア
フリ
ー
経
路
案
内
に
つ
い
て
、本

年
４
月
か
らサ
イト
リニ
ュー
ア
ル

移
動
円
滑
化
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５
．
心
の
バ
リア
フリ
ー
研
修
の
拡
大
・向
上

○
障
害
者
団
体
、国

、経
済
界
協
議
会
が
連
携
して
、全

国
各
地
に
お
い
て
心
の
バ
リア
フリ
ー
研
修
を
実
施

○
国
家
公
務
員
を
対
象
とし
た
心
の
バ
リア
フリ
ー
研
修
を
地
方
公
務
員
に
拡
大
で
き
る
よ
う検

討

・2
01

6年
度
よ
り国

家
公
務
員
研
修
や
、オ
リパ

ラ事
務
局
主
催
の
イベ
ン
トに
お
い
て
「心
の
バ
リア

フリ
ー
」研
修
を
実
施

・来
年
度
か
ら、
全
国
各
地

で
の
研
修
開
催
や
、

地
方
公
務
員
を
対
象
と

した
研
修
へ
の
拡
大
を

検
討

研
修
の
実
施

・「
汎
用
性
の
あ
る
研
修
プ
ログ
ラム
」作
成

「心
の
バ
リア
フリ
ー
」教
育
ツ
ー
ル
の
整
備

障
害
者
団
体
、経

済
界
協
議
会
との
連
携
し
た
取
組

汎
用
性
の
あ
る

研
修
プ
ログ
ラム

障
害
当
事
者
が

ファ
シ
リテ
ー
ター
の

集
合
研
修

セ
ル
フワ
ー
ク用

テ
キ
ス
ト

・ア
ニ
メー
シ
ョン
教
材
作
成

講
師
用
シ
ナ
リオ

中
学
生
以
上
の
人
々
を
対
象

に
、ア
ニ
メー
シ
ョン
動
画
で
学

習
で
き
る
教
材
を
イン
ター
ネ
ッ

ト上
で
提
供

政
策
課
題
研
究

車
い
す
体
験

ア
イマ
ス
ク体

験
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６
．
障
害
者
雇
用
の
推
進

公
務
部
門
に
お
け
る
取
組

・昨
年
４
月
の
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施

行
に
伴
い
、法

定
雇
用
率
を
０
．
２
％
引
上
げ

（
民
間
２
．
２
％
、公

的
機
関
２
．
５
％
、

教
育
委
２
．
４
％
）

・民
間
企
業
に
お
け
る
法
定
雇
用
率
の
達
成
に

向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
実
施

民
間
企
業
に
お
け
る
取
組

・昨
年
とり
ま
とめ
た
「公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者

雇
用
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、再

発
防

止
は
も
とよ
り、
法
定
雇
用
率
の
速
や
か
な
達
成
、

障
害
の
あ
る
方
の
活
躍
の
場
の
拡
大
に
向
け
た
取

組
を
実
施

・障
害
者
の
雇
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、障

害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出
す
る
予
定

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
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